
山
梨
県
公
報　
　

第
六
十
三
号　
　

令
和
二
年
一
月
九
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日　

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年　

一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

三

木 曜 日

第
六
十
三
号

　

令
和
二
年一

月
九
日　

山
梨
県
公
報

　
　
　
　
　
　

目　
　
　

次

　
　
　
　

告　
　
　

示

○
山
梨
県
労
働
者
就
業
実
態
調
査
の
実
施	

三

○
道
路
の
区
域
変
更	

三

○
道
路
の
供
用
開
始
（
五
件
）	

三

○
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
の
指
定	

四

○
収
納
代
理
金
融
機
関
の
指
定
の
一
部
改
正	

五

　
　
　
　

公　
　
　

告

○
換
地
計
画
の
決
定	

五

○
開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て	

五

　
　
　
　

そ　

の　

他

○
土
地
収
用
法
施
行
令
に
基
づ
く
公
示
に
よ
る
通
知	

五

　
　
　
　
　
　

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
三
号

　

山
梨
県
労
働
者
就
業
実
態
調
査
（
従
業
員
調
査
）
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
の
で
、
山
梨
県
統
計
調

査
条
例
（
平
成
二
十
年
山
梨
県
条
例
第
五
十
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
告
示
す
る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
九
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

調
査
の
名
称　

山
梨
県
労
働
者
就
業
実
態
調
査
（
従
業
員
調
査
）

二	　

調
査
の
目
的　

県
内
事
業
所
に
お
け
る
労
働
者
の
雇
用
の
実
態
、
雇
用
に
対
す
る
労
働
者
の
意
識

等
を
把
握
し
、
今
後
の
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
更
に
推
進
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
、

も
っ
て
労
働
福
祉
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三　

報
告
を
求
め
る
事
項

　

1　

個
人
及
び
家
族
に
関
す
る
事
項

　

2　

就
業
状
況
に
関
す
る
事
項

　

3　

仕
事
と
生
活
の
両
立
を
支
援
す
る
制
度
に
関
す
る
事
項

　

4　

仕
事
と
子
育
て
及
び
仕
事
と
介
護
の
実
態
に
関
す
る
事
項

　

5　

育
児
休
業
制
度
の
利
用
に
関
す
る
事
項

　

6　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
事
項

　

7　

非
正
規
従
業
員
の
働
き
方
に
関
す
る
事
項

　

8　

従
業
員
の
職
業
意
識
に
関
す
る
事
項

四　

基
準
と
な
る
期
日　

令
和
二
年
一
月
一
日
を
調
査
基
準
日
と
す
る
。

五　

報
告
を
求
め
る
者

　

1　

調
査
地
域　

山
梨
県
全
域

　

2
	　

調
査
対
象　

平
成
三
十
年
度
に
実
施
し
た
「
山
梨
県
労
働
者
就
業
実
態
調
査
」
に
お
い
て
県
内

の
従
業
員
五
人
以
上
の
事
業
所
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
千
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
三
千
人
の
男

女
従
業
員

六	　

報
告
を
求
め
る
た
め
に
用
い
る
方
法　

自
計
式
調
査
と
し
、
調
査
票
の
配
布
及
び
回
収
は
、
郵
送

に
よ
り
行
う
。

七　

報
告
を
求
め
る
期
間　

令
和
二
年
一
月
十
日
か
ら
同
年
二
月
十
日
ま
で
を
調
査
期
間
と
す
る
。

山
梨
県
告
示
第
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
二
年
一
月
三
十
日
ま
で
一
般
の
縦

覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
九
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一	　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

甲
斐
中
央
線

三　

道
路
の
区
域

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

旧
新
の
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
斐
市
大
下
条
字
金
ノ
尾
六
七
五
番
一
四
地
先
か

ら甲
斐
市
大
下
条
字
金
ノ
尾
六
七
五
番
一
四
地
先
ま

で

旧

一
八
・
八
〜

三
七
・
八

五
・
四

新

一
八
・
六
〜

一
八
・
八

五
・
四

山
梨
県
告
示
第
五
号



山
梨
県
公
報　
　

第
六
十
三
号　
　

令
和
二
年
一
月
九
日

四

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
二
年
一
月
三
十
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
九
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

道
路
の

種
類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

北
杜
八
ヶ
岳

公
園
線

北
杜
市
須
玉
町
若
神
子
字
御
所
村

北
二
二
三
二
番
八
地
先
か
ら

北
杜
市
須
玉
町
若
神
子
字
御
所
村

北
二
二
三
二
番
八
地
先
ま
で

七
・
八

令
和
二
年
一

月
九
日

山
梨
県
告
示
第
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
二
年
一
月
三
十
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
九
日

	

山
梨
県
知
事	
長　
　

崎　
　

幸
太
郎

道
路
の

種
類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

増
富
若
神
子

線

北
杜
市
須
玉
町
若
神
子
字
御
所
前

二
五
二
番
一
地
先
か
ら

北
杜
市
須
玉
町
若
神
子
字
御
所
村

北
二
二
三
二
番
八
地
先
ま
で

一
九
・
六

令
和
二
年
一

月
九
日

山
梨
県
告
示
第
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
二
年
一
月
三
十
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
九
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

道
路
の

種
類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

甘
利
山
公
園

線

韮
崎
市
旭
町
上
條
北
割
字
桜
木
二

〇
〇
六
番
三
地
先
か
ら

韮
崎
市
旭
町
上
條
北
割
字
桜
木
二

〇
〇
三
番
一
地
先
ま
で

八
五
・
〇

令
和
二
年
一

月
九
日

山
梨
県
告
示
第
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
二
年
一
月
三
十
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
九
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

道
路
の

種
類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

箕
輪
須
玉
線

北
杜
市
須
玉
町
若
神
子
字
御
所
前

二
四
九
番
一
地
先
か
ら

北
杜
市
須
玉
町
若
神
子
字
御
所
前

二
四
九
番
一
地
先
ま
で

八
・
八

令
和
二
年
一

月
九
日

山
梨
県
告
示
第
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
二
年
一
月
三
十
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
九
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

道
路
の

種
類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

須
玉
中
田
線

北
杜
市
須
玉
町
若
神
子
字
御
所
前

二
五
二
番
一
地
先
か
ら

北
杜
市
須
玉
町
若
神
子
字
御
所
前

二
五
二
番
一
地
先
ま
で

六
・
三

令
和
二
年
一

月
九
日

山
梨
県
告
示
第
十
号

　

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
を
指
定
し
た
。



山
梨
県
公
報　
　

第
六
十
三
号　
　

令
和
二
年
一
月
九
日

五

　
　

令
和
二
年
一
月
九
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

道
路
の

種
類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

県
道

山
梨
市
停
車

場
線

山
梨
市
上
神
内
川
字
棗
塚
三
六
番
三
地
先
か
ら

山
梨
市
下
神
内
川
字
梅
ノ
木
一
六
八
番
一
地
先
ま
で

山
梨
市
上
神
内
川
字
棗
塚
一
五
番
一
地
先
か
ら

山
梨
市
下
神
内
川
字
竹
井
田
一
七
五
番
三
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
十
一
号

　

収
納
代
理
金
融
機
関
の
指
定
（
昭
和
四
十
九
年
山
梨
県
告
示
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
し
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
九
日

	

山
梨
県
知
事	
長　
　

崎　
　

幸
太
郎

　

表
中
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
項
を
削
る
。

　
　
　
　
　
　

公　
　
　

告

◉　

換
地
計
画
の
決
定

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県

営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
（
落
合
・
湯
沢
地
区
西
新
居
工
区
）
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
次
の
と
お
り
関
係

書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。
な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
山
梨
県
知

事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
審
査

請
求
の
ほ
か
、
山
梨
県
を
被
告
と
し
て
、
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
九
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

縦
覧
書
類　

換
地
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間　

令
和
二
年
一
月
十
日
か
ら
同
年
二
月
七
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所　

南
ア
ル
プ
ス
市
役
所

四　

審
査
請
求
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
二
年
二
月
二
十
二
日
ま
で

五　

取
消
訴
訟
の
出
訴
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
二
年
七
月
九
日
ま
で

◉　

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

　
　

令
和
二
年
一
月
九
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一	　

開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称　

甲
州
市
勝
沼
町
小
佐
手
字
横
落
下
二
番
並
び
に

同
町
等
々
力
字
天
神
道
北
千
七
百
六
十
四
番
一
及
び
千
七
百
六
十
四
番
三
の
区
域

二　

公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類

位
置
及
び
区
域

水
路

次
の
図
の
と
お
り

　

	

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
東
建
設
事
務
所
及
び
甲
州
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三	　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名　

笛
吹
市
石
和
町
四
日
市
場
千
六
百
七
十
九
番　

株
式

会
社
旅
日
記　

代
表
取
締
役　

志
村
興
一

　
　
　
　
　
　

そ　

の　

他

◉　

土
地
収
用
法
施
行
令
に
基
づ
く
公
示
に
よ
る
通
知

　

土
地
収
用
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
四
十
二
号
）
第
六
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る

同
令
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示
に
よ
る
通
知
を
行
う
。

　

な
お
、
通
知
す
べ
き
書
類
は
、
山
梨
県
収
用
委
員
会
事
務
局
（
山
梨
県
県
土
整
備
部
県
土
整
備
総
務

課
内
）
に
保
管
し
て
あ
る
の
で
、
通
知
を
受
け
る
べ
き
者
に
い
つ
で
も
交
付
す
る
。
当
該
者
が
当
該
書

類
の
交
付
を
受
け
な
い
と
き
は
、
令
和
二
年
一
月
二
十
九
日
の
終
了
を
も
っ
て
そ
の
書
類
の
通
知
が
あ

っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
　

令
和
二
年
一
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
収
用
委
員
会

会　

長　
　

水　
　

上　
　

浩　
　

一　
　

一	　

事
件
名　

甲
府
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
四
・
三
十
三
号
大
手
二
丁
目
浅
原
橋
線
及
び
三
・
四
・



発
行
者　
　

山

梨

県　
　

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号　
　
　
　
　

印
刷
所　

㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷　

甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
公
報　
　

第
六
十
三
号　
　

令
和
二
年
一
月
九
日

六

四
号
城
東
三
丁
目
穴
切
線

二　

通
知
書
の
名
称　

土
地
収
用
法
に
基
づ
く
審
理
の
開
催
に
つ
い
て
（
通
知
）

三　

通
知
を
受
け
る
べ
き
者

住
所

氏
名

不
明

不
明

た
だ
し
、
甲
府
市
中
央
二
丁
目
三
百
九
十
七
番
、

三
百
九
十
八
番
及
び
四
百
番
に
お
け
る
ロ
ッ
ク
装

置
十
台
及
び
精
算
機
一
基
の
所
有
者

四	　

公
示
に
よ
る
通
知
に
係
る
土
地
の
所
在
及
び
地
番　

山
梨
県
甲
府
市
中
央
二
丁
目
三
百
九
十
七

番
、
三
百
九
十
八
番
及
び
四
百
番

五　

公
示
に
よ
る
通
知
に
係
る
掲
示
の
事
実

　

1　

掲
示
さ
れ
て
い
る
場
所　

山
梨
県
庁
東
側
掲
示
板

　

2　

掲
示
を
始
め
た
日　

令
和
二
年
一
月
九
日


